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２
月
１９
日
は
、
二
十
四
節
気

う
す
い

の
「
雨
水
」
で
、
雪
も
雨
に
な

っ
て
降
る
頃
で
す
。

か
し
ん
の
か
ぜ

「
花
信
風
」
と
い
う
花
の
便

り
が
あ
り
ま
し
た
。
雨
水
の
節

じ
ん
ち
ょ
う
げ

気
で
は
、
沈
丁
花
、
福
寿
草
、

し

だ

枝
垂
れ
柳
で
す
。
花
の
便
り

は
、
確
か
な
季
節
の
移
り
変
わ

り
を
告
げ
て
く
れ
ま
す
。

七
十
二
候
は
、
雨
水
の
初
候

で
、
「
と
み
ゃ
く
、
う
る
お
い

お
こ
る
」
で
す
。
土
脈
は
「
大

地
」
の
こ
と
で
、
大
地
が
息
づ

し
ゅ
ん
で
い

き
始
め
て
い
ま
す
。「
春
泥
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

い
ま
は
舗
装
で
、
実
感
が
あ
り

ま
せ
ん
が
。

一
茶
の
句
は
、
除
雪
の
句
、

江
戸
時
代
に
も
、
雪
は
邪
魔
者

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
雪
を
溶

か
す
に
も
金
が
い
る
と
は
、
現

代
も
同
じ
。
今
年
は
雪
が
少
な

い
分
、
市
の
除
雪
費
も
少
な
く

済
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、
さ

て
、
そ
の
お
金
は
ど
こ
へ
。

（
文
・
宮
川
洋
一
）

人生も四季に例えられることもありますが、自然
界の植物は移動することも出来ず、今の冬の厳寒期
も自然環境と対峠して春を待っています。
写真は雄株のネコヤナギの冬芽で、寒さに耐える

ため、１枚のカプセル状の“芽鱗”というものでスッ
ポリと帽子のように芽を守っています。
冬芽は写真中央の様に、芽鱗と白いコートの重ね

着で大事に守られているのですね。早春の千曲川畔
で、もう直ぐ白い花穂が見られるのが楽しみです。

土脉潤起（２月１９日～２３日）

・２月１９日 雨水

2月25日

十
八

2月24日

十
七

2月23日

十
六

2月22日

十
五

2月21日

十
四

2月20日

十
三

2月19日

十
二
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「
重
ね
着
」

北
村

豊

（
小
布
施
町
栗
ヶ
丘
）
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【
七
十
二
候
】

町
並
や
雪
と
か
す
に
も
銭
が
い
る

一
茶
（
七
番
日
記
）


